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【同窓会報告】 

46 回生 同窓会報告 

 増原 和広 

平成 29 年 11 月 12 日（日）18 時からホテルグランヴィア広島において、同窓会を開催し 10 名が出席しまし

た。46 回生は平成 20 年から京都を主体として概ね 2 年毎に各地で開催しており、今回は、利便性と世界遺産

の宮島がうりの広島となりました。 

集合場所のホテルロビーで目印のカープユニフォームを着て待っていると、嬉しそうな顔をした懐かしい

面々が集まってきました。開宴前から、話が弾みその勢いで宴会場へなだれ込みました。冒頭に惜しくも一足

先に逝かれた同期生たちに黙祷したあと、隣接県島根の中隅氏が開会の挨拶を行い、乾杯のあと会場は一

気に宴会モードに突入しました。 

近況報告では、定年退職後も身体を労わりながら現役で働いているとの報告があり、元気である様子が伺

えました。全員で校歌を唄って盛り上がり次回の開催地を決めました。 

最後に赤ら顔で集合写真を撮り、2 次会で広島の夜を満喫しました。 

翌日は、オプション設定の日本三景・世界遺産の宮島へ行き、干潮時の大鳥居を見ることができました。 ま

た、紅葉も見頃となり平日にもかかわらず観光客が非常に多いなか、ロープウェイ乗場では長蛇の列に並び弥

山から瀬戸内海の眺望を楽しむことができました。 

宮島で食事をするなら牡蠣・穴子料理に人気がありますが、我慢をして市内へ戻り広島風お好み焼きを食

べながら、2 年後の再会を誓い合い解散しました。 
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